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Abstract: In order to suppress CO2 emisssion and not to rely on the atomic energy, demands for renewable clean energy 
are increasing. Many photovoltaic power stations as well as other renewable ones have been constructed since last year 
due to the enforcement of the Feed-in Tarift Law in Japan. Though many photovoltaic power stations by civil joint 
investiments are planned in various districts of Japan, there are few technical and finantial data. In this paper the 
possibility and prospect of its construction by cooperation of citizens are discussed based on the trial data at the Enasan  
Ohisama station in Nakatsugawa, Gifu.  
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太陽光 10KW 以上 １０ＫＷ未満 
  37.8 円* 38 円 
  20 年間 10 年間 
風力 20KW 以上 20KW 未満 
  22.1 円 57.75 円 





  30.45 円 35.7 円 
  20 年間 20 年間 






















Pday(D) =      （１） 
さらに年間の発電量は式（２）の Pday(D)を用いて、











宮崎 31.91 5914 10991.2 
広島 34.4 4820 8958 
大阪 34.68 4609 8565.8 
名古屋 35.18 5032 9352 
長野 36.65 5299 9848.2 
東京 35.69 4304 7999 
秋田 39.72 3756 6980.5 
福島 37.75 3681 6841.1 
青森 40.82 3509 6521.5 















35 万円と見積もられていたため、発電規模 50KW 
に対し 1890 万円の資金を集めることにした。募集














 発電所設置申請は順調に進み、平成 25 年 3 月に
すべて終了したので、売電価格が 42 円（消費税含
む）となり、FIT の制度によってこの単価が 20 年
間保証されることになった。発電は 5 月中旬から始
まった。
４．２ 発電実績と当初計画との比較  














  図１ 恵那山おひさま発電所の発電予測   
と実績の比較
込まれることが分かる。この状態が続けば、表３の
収支予測において売電収入が年間 250 万円から 280






















間 1200 から 1400KWｈが可能である。この売
電収入は1KW当たり38400～44800円である。




Q1 = A×α ＋ B    （3）
この資金をファンドで募集し金利 1％、16 年間
で返済するには、1 元利合計が複利計算で







3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 合計 
設備費 1834                               1834 
土地造成 20                               20 
接系統続 40                               40 
借地料 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 150 
運転維持費 3 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 150 
事務費 25 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 225 
税金   15 13 11 15 13 11 10 9 8 6 5 5 4 3 3 131 
損害保険   10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 150 
修理予備費       5       5   15   5         30 
ファンド返済   161 161 161 161 161 161 161 161 161 161 161 161 161 161 161 2415 
機器撤去                               100 100 
合計 1932 221 219 222 221 219 217 221 215 229 212 216 211 210 209 309 3351 
売電量 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 240 240 240 240 240 240 3940 




Q3＝ 60×15＝900 万円       (5) 
年間の売電収入は KW 当たり 1300KW 減られると
Q4 = 32(円) × 1300(KWｈ/KW) 
×α(KW)×15 (年) (6) 
市民発電所の場合は必ずしも利潤追求が目的でない
ので、利潤を考慮しないと、
Q4  = Ｑ2 ＋ Ｑ3 (7) 
  ＝1.16 Q1 ＋ 900 (8) 
発電所の規模をそれぞれα＝30ＫＷ，50ＫＷ，80 
KW とすると式(8)より、それぞれ
30KW の場合 Ｑ1＝838 万円
50KW の場合 Ｑ1＝1910 万円 
80KW の場合 Ｑ1＝3250 万円
これらの値を式(3)に代入し、初期の固定費Ｂを表５
を参考にして 90 万円とすれば、設備の単位 KW 当
たりの価格 A は、
30KW の場合 A＝25 万円
50KW の場合 A=36.4 万円 
80KW の場合 A=42.8 万円
上記の価格以下の工事費であれば小規模太陽光発電
所の採算は保証されることになる。経済産業省の公
































(2) 気象庁 http://www.jma.go.jp/jma/index.html 
